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   村越祐民市長に対し、テスラ社製高級電気自動車の公用車導入を巡り、

市政を著しく混乱させ、市政に対する市民の信頼を失墜させた責任を問

う決議について 

 

 上記議案を別紙のとおり市川市議会会議規則第１４条第１項の規定により提

出いたします。 

 

  令和２年１２月１０日 
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                     〃    佐 直 友 樹 

                     〃    増 田 好 秀 

                     〃    石 原 よしのり 

〃    越 川 雅 史 

  



村越祐民市長に対し、テスラ社製高級電気自動車の公用車導入を巡

り、市政を著しく混乱させ、市政に対する市民の信頼を失墜させた責

任を問う決議 

 

２０１９年において、本市政を著しく混乱させたいわゆる「テスラ騒動」に

ついては、以下の経緯・経過が認められる。 

・村越市長は、１台当たり、車両価格約１，１００万円、８年間のリース総額

約１，５００万円に及ぶテスラ車導入に当たって、市民に対しても本市議会

に対しても一切説明することなく平成３１年度当初予算案に計上した 

・また、財政部は、平成３１年２月定例会総務常任委員会において、平成３１

年度当初予算案に計上された「公用車等賃借料」の内訳に「電気自動車は含

まれているのか」との質疑に対し、「電気自動車は含まれていない」と、事

実と異なる答弁をした 

・そして、村越市長は、市民に対しても本市議会に対しても一切説明すること

なく、言うなればだまし討ちのような形で１台目となるモデルＸの入札を実

施した 

・この事態を重く見た本市議会が、令和元年６月定例会において「米テスラ社

製電気自動車（モデルＳ・モデルＸ）の市長・副市長公用車への導入見直し

を求める決議」を２１対２０の賛成多数で可決し、過半数の議員が導入に異

議を唱えていることを明示したにもかかわらず、村越市長はこれを無視する

形で導入に踏み切った 

・その後市民からの批判が強まると、村越市長は７月１７日に記者会見を開き、

「２台目の導入はペンディングとする」「従来の国産車のリース契約との差

額を市長の給与で負担する」「市民ともシェアする」「さまざまな機会で市

民にも乗っていただく」などと方針転換を図り、この方針に基づき同９月定

例会に議案第１７号として「市長の給与の特例に関する条例の制定について」

を提出し、事態の打開を試みたものの、当該条例案が「市民に到底受け入れ

られない」提案であることを認識すると、村越市長は三たび方針を転換して、



「１台目の契約解除」を表明するとともに、９月４日には一度議会に提出し

た当該条例案を撤回した 

・なお、さきに述べた事実と異なる答弁について、村越市長はその後９月定例

会本会議にて指摘を受けるまで約半年間訂正も釈明もしていないばかりか、

「市民に致命的なご迷惑をおかけするのでなければ、間違いをお認めすれば

よい」「大きな問題ではない」旨発言するなど開き直った態度を示しており、

いまだに謝罪していない 

・また、１１月１８日になってようやく公用車としてのテスラ車のリース契約

解除は実現したものの、「市民とシェアする」「さまざまな機会で市民にも

乗っていただく」といった市民との約束については、いずれも果たされてい

ないままであり、説明もない 

・そして年が変わり、令和２年１２月に至ってもなお、「テスラ導入に意義は

あった」「政策的に正しい判断だった」とする自らの主張を繰り返すのみで

あり、「テスラ騒動」に関する責任の取り方を示していないどころか、自ら

の責任をも否定した上で、責任を他者になすりつける言動を繰り返している 

 

議会制民主主義及び憲法が保障する住民自治の観点からも、市民及び市議会

に対する説明責任の観点からも、本市議会は、この経緯・経過はどれ１つ取っ

ても看過できないものであり、市政を混乱させたばかりか、市政に対する市民

の信頼を失墜させ、本市ブランドとシビックプライドを大きく傷つけた村越市

長の責任は厳しく問われるべきである。 

よって本市議会は、村越祐民市長に対し、一定期間の給与を減額するなど、

「テスラ騒動」について自らの責任の取り方を示すよう強く要請する。 

以上、決議する。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 村越祐民市長に対し、テスラ社製高級電気自動車の公用車導入を巡り、市政

を著しく混乱させ、市政に対する市民の信頼を失墜させた責任を問うため本決

議を提案するものである。 


